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配置計画背景

動線計画

レベル計画

ランドスケープ計画

集落と複合施設を囲む養魚池計画道路と水路に囲われた集落

集落 複合施設の配置 池の配置

1次分割線

集落と水路の間を 2分割

2次分割線

既存の割や水路の直交方向で分割 複合施設へむけて細分割 管理者と生産者の動線 利用客の動線

3次分割線

集落を囲む複合施設

水路側は低く、集落側は高くレベル差を設ける
レベル差の異なる水面は棚田のような風景を作り、残った面は動線となり、
高く立ち上がった面は建物のコアとなる

　水郷地帯である弥富市は明治時代より金魚産業が
盛んであり、生産量は日本一である。しかし近年では、
金魚生産者の数も次第に減少し、池の宅地化が進ん
でいる。その住宅街の中に残された養殖池は衛生面
でも、安全面でも好ましいものではない。
　そこで金魚産業の核となる弥富水産試験場を取り
上げ、金魚の展示施設と競り施設を同時に整備する
とともに、池の再整備を行い、弥富の金魚池の新た
な風景を提案する。

金魚水景のレリーフ 　-弥富市〈金魚〉複合施設計画 -
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レベル差の異なる水面は棚田のような風景を作り、残った面は動線となり、
高く立ち上がった面は建物のコアとなる

　水郷地帯である弥富市は明治時代より金魚産業が
盛んであり、生産量は日本一である。しかし近年では、
金魚生産者の数も次第に減少し、池の宅地化が進ん
でいる。その住宅街の中に残された養殖池は衛生面
でも、安全面でも好ましいものではない。
　そこで金魚産業の核となる弥富水産試験場を取り
上げ、金魚の展示施設と競り施設を同時に整備する
とともに、池の再整備を行い、弥富の金魚池の新た
な風景を提案する。
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市場プログラム 新しい競りシステム

競り小屋　70 ㎡
事務室　  200 ㎡
倉庫　　     50 ㎡

現在の競り
開催日　12.1 月は各市場で月に 1度開催
　　　　2.3.9.10.11 月は各市場で月に 2度開催
　　　　4.5.6.7.8 月は各市場で毎週開催
開催場所　月曜日　弥富金魚卸売り市場
　　　　　水曜日　東海観賞魚卸売り市場
　　　　　金曜日　日本金魚卸売り市場
開催時間　12:30~14:30

弥富金魚行事
3月 3日　　金魚の日
4月第 1週　弥富春祭り金魚品評会
4月第 2週　日本観賞魚フェア品評会
10 月第 4週　金魚日本一大会品評会

従来のライン 新しいライン

事務

事務
競り小屋

競り小屋

道路 道路

道路
道路を池の両側に設け、入荷と出荷を直線的に結ぶ
事務を道路から離し、出荷の作業スペースを十分に確保する
入荷池は集約的に、出荷池は間口を広く取り入荷出荷を円滑に行う

入荷池

入荷池

出荷池

出荷池

水産試験場プログラム

実験室　　　　70 ㎡　×3
飼育実験室　　70 ㎡
機械室　　　　120 ㎡
（ポンプ室　曝気室　排水処理室　貯水槽）
レクチャールーム　150 ㎡
相談室応接室　30 ㎡
事務室　　　　50 ㎡

業務内容
・新品種作出試験
　交配試験を行い、消費者の嗜好にあった商品価値の
　高い新たな品種開発
・疾病対策試験
　キンギョヘルペスウイルス病（GFHN病）の養殖被害
　を抑えるための技術開発
・観賞魚新用途開発技術試験
　スイホウガンで、動物細胞の培養に不可欠な添加剤などを開発
・養殖技術指導
・海部郡養殖河川水質調査

問題点
・ポンプなどの設備に劣化が生じている
・実験室が手狭
・町に対して閉鎖的
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展示方法

展示棟プログラム

建物面積　約 1500 ㎡
金魚展示空間 700 ㎡
工芸品美術品展示　150 ㎡
バックヤード 200 ㎡
事務室　100 ㎡
映像展示室　50 ㎡

日本観賞魚振興事業協同組合認定種 33 種類
・和金型  和金、朱文錦、地金、コメット、東海錦、ブリストル朱文錦
流線型で泳ぎが得意、さまざま角度から鑑賞
・琉金型  琉金、土佐錦、キャリコ、玉サバ、福ダルマ
膨らんだ身体と巨大なヒレが特徴、横から鑑賞
・出目金型  出目金、柳出目金、蝶尾
巨大な目が特徴、上から鑑賞
・和蘭型  和蘭獅子頭、東錦、ジャンボシシガシラ、竜眼、丹頂、茶金、青文魚
こぶが特徴横から観賞
・らんちゅう型  らんちゅう、南京、大阪らんちゅう、秋錦、江戸錦、桜錦、頂天眼、
水泡眼、花房
こぶと背びれが無いのが特徴、上から観賞
・ピンポンパール型　ピンポンパール、パールスケール、濱錦
丸いからだと真珠のような鱗が特徴、横から観賞
国内生産種 24 種類
丸子、紅葉流金、庄内金魚、サバ尾、キャリコ和金、桜和金、桜東錦、津軽錦
三州錦、鷲頭紅、穂竜、変わり穂竜、天青、青秋錦、桜コメット、キャリコ土佐
藤六リン、イエローコメット、紅葉らんちゅう、アルビノ赤目らんちゅう
ミューズ、オーロラ、羽衣らんちゅう、京錦

H=-400~0　和金型

H=400~800   和金型　出目金型　らんちゅう型

H=800~1400　和金型　琉金型　ピンポンパール型

H=400~3000　全種類

池のレリーフの延長として立ち上がる様々な高さの水槽が金魚の種類によって異なる観賞方法に対応する
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ミューズ、オーロラ、羽衣らんちゅう、京錦

H=-400~0　和金型

H=400~800   和金型　出目金型　らんちゅう型

H=800~1400　和金型　琉金型　ピンポンパール型

H=400~3000　全種類

池のレリーフの延長として立ち上がる様々な高さの水槽が金魚の種類によって異なる観賞方法に対応する

展示方法

展示棟プログラム

建物面積　約 1500 ㎡
金魚展示空間 700 ㎡
工芸品美術品展示　150 ㎡
バックヤード 200 ㎡
事務室　100 ㎡
映像展示室　50 ㎡

日本観賞魚振興事業協同組合認定種 33 種類
・和金型  和金、朱文錦、地金、コメット、東海錦、ブリストル朱文錦
流線型で泳ぎが得意、さまざま角度から鑑賞
・琉金型  琉金、土佐錦、キャリコ、玉サバ、福ダルマ
膨らんだ身体と巨大なヒレが特徴、横から鑑賞
・出目金型  出目金、柳出目金、蝶尾
巨大な目が特徴、上から鑑賞
・和蘭型  和蘭獅子頭、東錦、ジャンボシシガシラ、竜眼、丹頂、茶金、青文魚
こぶが特徴横から観賞
・らんちゅう型  らんちゅう、南京、大阪らんちゅう、秋錦、江戸錦、桜錦、頂天眼、
水泡眼、花房
こぶと背びれが無いのが特徴、上から観賞
・ピンポンパール型　ピンポンパール、パールスケール、濱錦
丸いからだと真珠のような鱗が特徴、横から観賞
国内生産種 24 種類
丸子、紅葉流金、庄内金魚、サバ尾、キャリコ和金、桜和金、桜東錦、津軽錦
三州錦、鷲頭紅、穂竜、変わり穂竜、天青、青秋錦、桜コメット、キャリコ土佐
藤六リン、イエローコメット、紅葉らんちゅう、アルビノ赤目らんちゅう
ミューズ、オーロラ、羽衣らんちゅう、京錦

H=-400~0　和金型
H=400~800   和金型　出目金型　らんちゅう型

H=800~1400　和金型　琉金型　ピンポンパール型

H=400~3000　全種類

池のレリーフの延長として立ち上がる様々な高さの水槽が金魚の種類によって異なる観賞方法に対応する

市場プログラム

競り小屋　70 ㎡
事務室　  200 ㎡
倉庫　　     50 ㎡

現在の競り
開催日　12.1 月は各市場で月に 1度開催
　　　　2.3.9.10.11 月は各市場で月に 2度開催
　　　　4.5.6.7.8 月は各市場で毎週開催
開催場所　月曜日　弥富金魚卸売り市場
　　　　　水曜日　東海観賞魚卸売り市場
　　　　　金曜日　日本金魚卸売り市場
開催時間　12:30~14:30

弥富金魚行事
3月 3日　　金魚の日
4月第 1週　弥富春祭り金魚品評会
4月第 2週　日本観賞魚フェア品評会
10 月第 4週　金魚日本一大会品評会

水産試験場プログラム

実験室　　　　70 ㎡　×3
飼育実験室　　70 ㎡
機械室　　　　120 ㎡
（ポンプ室　曝気室　排水処理室　貯水槽）
レクチャールーム　150 ㎡
相談室応接室　30 ㎡
事務室　　　　50 ㎡

業務内容
・新品種作出試験
　交配試験を行い、消費者の嗜好にあった商品価値の
　高い新たな品種開発
・疾病対策試験
　キンギョヘルペスウイルス病（GFHN病）の養殖被害
　を抑えるための技術開発
・観賞魚新用途開発技術試験
　スイホウガンで、動物細胞の培養に不可欠な添加剤などを開発
・養殖技術指導
・海部郡養殖河川水質調査

問題点
・ポンプなどの設備に劣化が生じている
・実験室が手狭
・町に対して閉鎖的


